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護老人保健施設 港南 永谷 開設 以来
地域関 者様 協力 周 迎え

私自身 開設当初 施設理念 掲 人間尊厳 第一 考え 要 護
高齢者 心身状態 維持向 携わ 職員 持 専門性 発揮
う心 施設運営 進 い

いう時間 流 中 護老人保健施設 巻 環境
変化 港南 様々 護施設 建 地域包括 必要性 唱え

地域密着型 護サ 誕生
護老人保健施設 後 地域 皆様 必要 護ニ

把握 護老人保健施設 機能及 役割 発揮 利用 方 満足
護施設 目指 い

高齢化 顕著 地域社会 中 施設 住
環境 暮 続 う 職員一 日々研鑽 い 引

続 倍旧 厚情 賜 願い申

号
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歯科併設 床診療所ワ ニッ 運営 い 療法人
明佳会 護保険制度施行 伴い 要 護高齢者 自立支援及
高齢化 進 地域 要望 応え 明佳会 経験 横浜東邦
病院 － 総力 結集 護老人保健施設 開設
計画 進

地域関 者 協力 諸官庁手続 及ぶ工
期間 経 永谷 地 護老人保健施設

ン

Hi o y of SUKOYAKAHi o y of SUKOYAKA：開設編：開設編

日 ン 立
6 ピフ日 内覧会 竣工記念式典

開催
地域 皆様 療福祉関 者

超え 方々 施設見学 い
越 い

当時 泉総理 政財界 方
々 沢山 電 届 老健
期待 励 言葉 沢山

老健 面玄関横 紅梅 梅 植樹
開設 記念 職員 老健

贈 ン
毎 満開 咲 誇 老健 見

守 共 長 い
目 迎え ム 大 発生

職員 気味 悪い春 過 駆除 ！
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成14 の主 出来事
FIFAワ ルドカップ開幕
ちょう 開設前の研修中のこ
皆 JAPA年 応援しました

多摩川 突如 ラ が現れ
マちゃ 名づけ れちょっ

したフ バ ました

正面玄関の庇 事中

事中 外部／内部



ピフ フ 東日本大震災 建物自体 被害 無
長時間 わ 停電 結果 水道 停

電気 水道 供給 ッ 響 甚大 自家発電機 作動
施設内 多 機器類 使用
震災 経験 緊急時 い 冷静 応 う 防災マ

ニュ 防災訓練 内容 見直 行い 災害備蓄品 確保 図

プ 奈川県 派遣要請 当時 護主任 護ボ
ン 宮城県気 沼 応援 入 職員 話 聞い

処 被災地 火災 発生 震災後ピヶ 過 油 臭い
充満 被災現場 報道 見 大型船 陸地 打
津波被害 惨状 目 当 呆然 う

派遣 気 沼市総合体育館 避 山形県 派遣
護職員 協力 主 在宅 護 い 方々 担当

いうい

Hi o y of SUKOYAKAHi o y of SUKOYAKA：：運営運営編編
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開設時 地域 ボ ン 様 協力 得
施設運営 進 来 納涼祭

運動会 施設行 形 変え 企画
運営 い

開設 ビ0 過 ピブ
当時 長塚施設長 現在 津田施設
長 交代

長塚前施設長 現在 非常勤 師
活躍 い

台 護浴槽 最新
機種 入 替え

成２４ 納涼祭
か 横浜東邦病院 梅田院長

故時天空関 長塚前施設長

送迎福祉車両
台 う 新車

替わ

通
サ 見



すこやか通信

夏 恒例行 納涼祭 記日
程 開催

盆踊 施設職員
い ン節 何 ン

マ ョ ム 企画 い
奮 参加 い

家族向 軽食 用意い
利用者様 一緒 夏 思い出 作 い
案内状 送 致

開 催 日 日 日
開始 時

納涼祭開始 時

納涼祭のご案内

着任のご挨拶

春 人 利用者様 歳 迎え
表 状 贈 い

大黒帽
扇子 身 家族
揃 い 景 拝見

本当 う い

新 度 広報誌発行 企画 進 行 中
開設ビプ周 記念号 無 発行

出来
建築工 着工前 開設当時 資料 写真

見返 中 当時 出来 振 返 ビプ
いう時間 流 感

後 施設行 中心 季節 発
行 定 い

後共 宜 願い致

ほ 横浜東邦病院 ニュ
携 日 務長

着任い
実 関わ ビフ

開設準備 始 ビブ 開設後
ビ7 勤務 い ビピ ぶ 復
帰

開設当時 何 初 全 手
探 状態 中 助
い い 思い 他施
設 方々 質問 助言 求
何 教え い 競 相手

仲間 迎え入 い
感覚

イ開設時 ッ 皆 一緒
いう 目

標 向 強い団結力 感

私 護 長い間 い

ビ6 目 漕 出
利用者 護

組 ッ 共々 う
宜 願いい

務長 青木日出喜

百寿の 祝い

施設内 生活 熱中症 罹 危険性 少 い
入浴時 就寝中 体 水 失わ

い 気 いう 熱中症 罹 う
恐

高齢者 自 暑 喉 気
体調 変化 い う

防 策 い
夏休 迎え外出 機会 多い中 誰

熱中症 危険 潜 い
炎天 季節 齢関 無 病院 搬

送 熱中症 患者 多 見
季節 休憩 十 喉

前 定期的 水 補給 い
う 茄子 夏 菜 水

豊富 含 食 入 熱
中症 防 効果的

体調管理 楽 い夏 過 い

熱中症対策を

編 集 後 記


